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②【東門】　
昭和 37年の新築。当初は石垣の耳石が現在よりも内側
にあったが、おそらく車両通行用に門の幅が当初より拡
幅されたため、それとともに耳石が移動された(写真右)。
史料から、大正期には石造で鉄扉付の門であったことが
分かる。　

①【正門】( 門柱のみ伝統的建造物 [ 工作物 ])
石造門柱は建設当初のものと思われる。当初は門柱が
本建っていたが ( 写真右 )、史料から昭和 37年に内側の
２本が撤去されたことが分かる。鋳鉄製の門扉もこの時
に設置されたものと思われる。

④【石垣 (正面 )】( 伝統的建造物 [ 環境物件 ])
切石積で、正面から東西の門柱まで廻り込む。史料に「外
廻堤上に多行松植付」とあり、多行松は明治行啓時に植
えられたことが分かる。各部に雨染みが見られ、一部に
はツタが覆っている。西側の隅付近では大きく孕んでい
る箇所がある ( 写真右 )。

【航空写真 (1976 年 / 国土地理院 )】

③【西門】　
東門と同じ意匠の門柱に木製の門扉が取付く。年代は不
明だが、東門と同じく昭和 37年の新築と考えられる。
また、史料から大正期には石造で鉄扉付の門であったこ
とが分かる。

⑥【石垣 (背面 )】　
本館突出部背面側の法面。正面側の石垣とは仕上げが異
なる。石垣の中央付近は大きく乱れ、南側斜面の土砂や
雨水の影響と思われる。斜面は土質が柔らかく、土砂が
流れやすい。また斜面をコンクリートで覆っていた痕跡
がある ( 写真右 )。

⑤【庭園】
斜面地を造成。明治行啓時の記録には｢庭園の築造等｣と
ある。周辺と植生が異なり景石を配置している。正面の
函館湾に対し、函館山側の景観を意識したものか。

⑦【失われた建造物】
当初敷地内に建っていたはずの建造物のうち、本館と附
属棟以外は昭和修理前に取り壊されている。現在のポン
プ室周辺には、職務住宅と便所が建っていた。

職務住宅 便所
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本館 バリアフリー用動線
・舗装材の敷設の検討
・本館へのスロープ設置

庭園

附属棟ポンプ室東門

西門

正門
石垣（正面）

石垣（正面）

石垣（背面）

物置

　　　保存区域
　　　保全区域
　　　整備区域
　　　重要文化財

将来的な公開
・剪定や伐採を含めた
   樹木の手入れ

管理用動線
・舗装材の敷設の検討
・防災設備の更新

見学者用動線
・ロードヒーティング
　設備の設置
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本館

庭園

附属棟ポンプ室東門

西門

正門 石垣（正面）石垣（正面）

物置

　　　保存建造物　　
　　　保全建造物　
　　　その他の建造物
　　　重要文化財

　
石垣（背面）
・修理
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